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本
名
山
口
重
三
郎
。
明
治
三
十
六
年
九
月
十
一
日
沖
縄
の
那
覇
の
生
れ
で

あ
る
。
沖
縄
県
立
一
中
に
学
ん
だ
。
中
学
の
二
年
生
の
頃
、
女
性
の
こ
と
を

気
に
す
る
や
う
に
な
つ
て
、
詩
を
書
く
こ
と
を
覚
え
、
詩
に
こ
る
み
た
い
に

初
恋
に
も
こ
り
出
し
て
、
許
婚
の
仲
に
ま
で
ま
と
め
あ
げ
た
。
そ
の
頃
か
ら

ぼ
つ
ぼ
つ
「
琉
球
新
報
」
「
沖
縄
朝
日
新
聞
」
「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
」
等
の
郷

里
の
新
聞
に
詩
を
書
い
た
り
し
た
。

　
大
正
十
一
年
の
秋
に
上
京
し
た
が
、
約
束
の
父
か
ら
の
送
金
が
な
い
た
め

に
放
浪
状
態
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
大
正
十
二
年
の
九
月
一
日
の
関
東
大
震

災
の
お
か
げ
で
、
一
時
、
帰
郷
し
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
、
父
が
、
鰹
節
製

造
の
事
業
に
失
敗
し
た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
で
、
家
を
失
ひ
、
家
族
は
四
散
し
、
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ぼ
く
は
ぼ
く
で
、
許
婚
の
女
性
か
ら
は
棄
て
ら
れ
、
そ
の
上
、
二
度
目
の
恋

愛
に
も
破
れ
た
と
い
ふ
風
な
こ
と
ば
か
り
が
重
な
り
合
つ
て
、
か
う
し
た
環

境
が
、
ぼ
く
の
放
浪
を
本
定
り
に
し
た
や
う
な
も
の
で
、
ど
う
や
ら
、
詩
に

か
ぢ
り
つ
い
て
生
き
た
く
な
つ
た
の
も
そ
れ
か
ら
な
の
で
あ
る
。

　
大
正
十
三
年
の
夏
、
着
の
み
着
の
ま
ゝ
で
、
詩
稿
だ
け
を
携
へ
て
、
ぼ
く

は
ま
た
上
京
、
昭
和
十
四
年
の
五
月
頃
ま
で
の
大
半
を
、
一
定
の
住
所
を
持

た
ず
に
す
ご
し
た
。
そ
れ
で
も
時
に
は
、
書
籍
問
屋
の
発
送
荷
造
人
に
な
つ

た
り
、
煖
房
屋
に
な
つ
た
り
、
お
灸
屋
に
な
つ
た
り
、
汲
取
屋
に
も
な
つ
て

し
ま
つ
た
り
、
あ
る
ひ
は
、
隅
田
川
で
、
ダ
ル
マ
船
の
船
頭
さ
ん
の
助
手
み

た
い
に
な
つ
て
、
鉄
屑
の
運
搬
を
手
伝
ひ
な
が
ら
水
上
で
暮
し
た
り
、
ま
た

は
、
ニ
キ
ビ
、
ソ
バ
カ
ス
の
薬
の
通
信
販
売
な
ど
の
職
を
転
々
と
し
た
。
昭
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和
十
四
年
六
月
か
ら
、
二
十
三
年
の
四
月
頃
ま
で
の
戦
時
戦
後
を
通
じ
て
は
、

官
吏
と
し
て
、
職
業
紹
介
そ
の
他
の
事
務
に
携
つ
た
。
現
代
は
、
時
に
、
小

説
に
似
た
も
の
随
筆
に
似
た
も
の
な
ど
書
い
て
、
兼
業
に
し
て
ゐ
る
。

　
は
じ
め
て
、
詩
を
発
表
し
た
の
が
、
昭
和
六
年
の
四
月
の
「
改
造
」
で
、

「
夢
の
後
」
「
発
声
」
の
二
篇
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、
改
造
社
の

「
文
芸
」
、
「
中
央
公
論
」
「
む
ら
さ
き
」
「
新
潮
」
「
公
論
」
「
人
間
」

河
出
書
房
の
「
文
芸
」
そ
の
他
の
雑
誌
、
新
聞
等
に
発
表
し
て
今
日
に
及
ん

で
ゐ
る
の
だ
が
、
寡
作
で
あ
る
こ
と
と
、
生
活
上
の
止
む
を
得
な
い
事
情
か

ら
、
詩
の
専
門
誌
に
は
、
殆
ど
、
発
表
の
機
会
を
持
つ
こ
と
が
出
来
な
か
つ

た
。

　
著
作
に
は
、
処
女
詩
集
「
思
弁
の
苑
」
が
あ
る
。
昭
和
十
三
年
に
巌
松
堂
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の
「
む
ら
さ
き
」
出
版
部
か
ら
出
版
し
た
。
昭
和
十
五
年
に
は
、
「
思
弁
の

苑
」
に
、
新
作
十
二
篇
を
加
へ
て
、
山
雅
房
か
ら
、
「
山
之
口
貌
詩
集
」
と

し
て
出
版
し
た
。

　
な
ほ
、
昭
和
十
五
年
五
月
か
ら
、
十
月
ま
で
、
平
田
内
蔵
吉
と
と
も
に
、

「
現
代
詩
人
集
」
全
六
巻
を
編
纂
し
て
、
山
雅
房
か
ら
出
版
し
た
。

　
振
り
返
つ
て
み
る
と
、
大
正
十
一
年
か
ら
十
三
年
の
あ
た
り
へ
か
け
て
は
、

前
に
述
べ
た
事
情
の
な
か
に
あ
つ
て
、
生
れ
た
土
地
に
ゐ
な
が
ら
、
す
で
に

住
む
家
も
な
か
つ
た
。
根
は
、
や
け
く
そ
な
の
で
あ
つ
た
が
、
世
間
に
対
し

て
は
詩
人
ぶ
つ
て
、
友
人
知
人
親
せ
き
な
ど
に
迷
惑
を
か
け
て
歩
き
廻
り
、

や
が
て
、
爪
弾
き
や
後
指
に
よ
つ
て
追
ひ
ま
く
ら
れ
て
し
ま
つ
て
、
し
ま
ひ

に
は
、
海
岸
や
公
園
に
宿
を
と
つ
た
り
す
る
や
う
に
な
つ
た
。
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恩
人
ば
か
り
を
ぶ
ら
さ
げ
て

　
　
交
通
妨
害
に
な
り
ま
し
た

　
　
狭
い
街
に
は
住
め
な
く
な
り
ま
し
た

と
う
た
ひ
、
そ
の
詩
稿
な
ど
を
携
へ
て
再
度
上
京
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間

に
、
増
野
三
良
訳
で
、
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
集
三
冊
を
読
ん
だ
。
「
新
月
」
「
園

丁
」
「
ギ
タ
ン
ヂ
ャ
リ
」
が
そ
れ
で
あ
つ
た
。

　
し
か
し
、
上
京
は
し
た
も
の
ゝ
、
す
ぐ
に
は
ど
う
に
も
な
る
筈
が
な
か
つ

た
。
し
ば
し
ば
、
自
殺
を
お
も
ひ
立
つ
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
た
び
に
詩
に

は
未
練
が
ま
し
く
、
も
う
少
し
書
き
た
い
と
い
ふ
気
持
を
ど
う
す
る
こ
と
も

出
来
な
い
で
、
と
う
と
う
自
殺
を
し
た
つ
も
り
で
生
き
る
こ
と
に
決
め
た
の

で
あ
る
。
こ
の
決
心
は
、
ぼ
く
か
ら
、
見
栄
も
外
聞
も
剥
ぎ
と
つ
て
し
ま
つ
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て
、
色
色
な
こ
と
を
ぼ
く
に
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

職
歴
に
も
反
映
し
て
ゐ
る
や
う
だ
。

（
『
現
代
日
本
詩
人
全
集
』
第
十
四
巻
〔
一
九
五
五
年
　
東
京
創
元
社
刊
〕
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
山
之
口
貘
詩
文
集
」
講
談
社
文
芸
文
庫
、
講
談
社

　
　
　1999
（
平
成11

）
年5

月10

日
第1

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
山
之
口
貘
全
集
　
第
三
巻
」
思
潮
社

　
　
　1976

（
昭
和51
）
年5

月1

日

初
出
：
「
現
代
日
本
詩
人
全
集
　
第
十
四
巻
」
東
京
創
元
社

　
　
　1955

（
昭
和30

）
年

入
力
：kom

pass

校
正
：
門
田
裕
志

2014

年1

月2

日
作
成
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青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

10自伝



自伝
山之口貘

２０２０年　７月１３日　初版

奥　付

発行 青空文庫

URL http://www.aozora.gr.jp/
E-Mail info@aozora.gr.jp

作成 青空ヘルパー　　赤鬼@BFSU
URL http://aozora.xisang.top/
BiliBili https://space.bilibili.com/10060483

Special Thanks
　青空文庫　威沙　
　　　

青空文庫を全デバイスで楽しめる青空ヘルパー http://aohelp.club/
※この本の作成には文庫本作成ツール『威沙』を使用しています。

http://tokimi.sylphid.jp/


